
令和７年度 自己評価および学校関係者評価書 
令和８年３月１３日    
函館市立赤川中学校   

１ 本年度の重点教育目標 

・自立～主体的に学び、判断して行動できる生徒 

・共生～他を理解しようとし、多様な仲間と協働できる生徒 

・創造～将来に向け、広い視野を持って自分を高めていこうとする生徒 

２ 本年度の取組の重点 

【施策１】①学力向上・・・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

②教育課程・・・恒常的な検証と改善の確立 

【施策２】③豊かな心・・・思いやりや他者を尊重する態度など豊かな心の育成を目指した道徳教育の充実 

【施策３】④健やかな体・・食育の充実や体力向上を図る取組の工夫 

【施策４】⑤安心・安全・・保護者連絡ツール、HP 等を活用した保護者や地域との連携 

⑥業務改善・・・教職員における業務改善の一層の推進 

【施策５】⑦学校運営協議会（CS ）・・・地域と連携した取組の推進 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 
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主な意見（改善策など） 

施
策
１ 

①校内で取組を共有し、
授業改善を図ることが
できたか。 
 
 

a 

Chromebook を「文房具」と
して日常使いし、個別最適
な学びと協働的な学びの
一体的な充実を図る。ま
た、小中連携の枠組みを活
かし、指導の連続性を検証
することで、授業改善のポ
イントを全校で共有する。 

Ａ Ａ 

 

②全国学力調査等の分
析結果を共有し、教育課
程の改善を図ることが
できたか。 
 

b 

家庭学習強化週間におい
て、単に時間を確保するだ
けでなく、調査結果で見え
た「定着が不十分な単元」
を重点項目として家庭へ
周知する。 

Ａ Ｂ 

家庭へ周知してもそれを
家庭で解決することは不
可能。定着のための時間は
学校でなくてはと思う。 

施
策
２ 

③心に響く道徳科の授
業実践を通して、いじめ
未然防止等を推進する
ことができたか。 
 

a 

ICT を活用した意見共有を
導入し、他者の視点に立つ
体験を増やすことで、道徳
的価値を「知識」ではなく
「実感」として捉えさせ、
いじめを許さない心の土
壌を耕していく。 

Ａ Ａ 

 

施
策
３ 

④食育や運動量増加に
向け、昼休みの活用等、
教育活動の工夫を推進
することができたか。 

b 

全国体力調査の結果を生
徒自身が分析し、個人の目
標を設定する時間を設け
る。 

Ａ Ａ 

食育は体の成長だけでな
く心の成長にも大きく影
響すると思います。 

施
策
４ 

⑤連絡ツールテトルや
ＨＰ等を活用し、地域と
の連携を深めることが
できたか。 
 

a 

HP（ホームページ）と安心
メールを積極的に活用す
ることで日々の子どもた
ちの様子を継続的に伝え
ることができた。 

Ａ Ａ 

子どもたちの生の姿をＨ
Ｐを通して見られるのが
よいと思います。 

⑥学校における業務改
善に向けた取組を進め
ることができたか。 
 

a 

クロムブックの活用(アン
ケート、テストなど)や、
行事・分掌業務の見直しな
どを行い、取組の推進を進
めた。 

Ａ Ａ 

 

施
策
５ 

⑦ＣＳへの理解を深め
るとともに、地域や小中
の連携を推進すること
ができたか。 
 

a 

CS 部会で各団体との交流
を深めることができ、新た
な連携活動を取り入れる
ことができた。今後も情報
交流を行い学校・家庭・地
域の三者が目標や課題を
共有し、協働して子どもを
育てる体制を整える。 

Ａ Ａ 

〇地域交流が盛んである
ことは子どもたちの健全
育成において何より大切
なことだと思います。今後
も協働していけるように
私達も心がけます。 
〇職業体験に毎年 2年生が
来るが、子どもたちがとて



もいい顔をしている姿を
見ているので、これからも
協力したいと思う。こども
園としても今後、総合文化
部とも交流したいと思う。 

 ■ 自己評価達成状況                   ■ 自己評価の適切さ及び改善の方策の適切さにかかる評価 

ａ ほぼ達成できた （８割以上）  

 

Ａ 自己評価及び改善策は適切であり，取組を進めるべきである。 

ｂ 概ね達成できた （６割以上） Ｂ 自己評価及び改善策は適切であるが，若干の修正は必要である。 

ｃ 十分ではない  （４割以上） Ｃ 自己評価及び改善策の方向性はよいが，若干の修正が必要である。 

ｄ 達成できなかった（４割未満） Ｄ 自己評価及び改善策を再度検討する必要がある。 

 


